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(57)【要約】
本発明の目的は、横編機を用いて足甲側の編目方向が足
底側の編目方向に直交する新規な編地の編成方法を提供
する。　
ソール部（４）では、爪先部（２）の一部となるＢＢの
編目列を編幅方向の一方（右）に移動しながらソール部
（４）の左辺および右辺にカバー部（３）が連続する掛
け目（８）を形成している。またカバー部（３）では、
爪先部（２）のＦＢの編目列と、右方に移動しながらソ
ール部（４）の左辺（１２）および右辺（１３）に掛け
目（８）を形成した爪先部（２）のＢＢの編目列と前記
掛け目（８）の編目列に続けて新たな編目を形成しなが
ら、減らし編成を行うことで立体的なカバー部（３）を
形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも前後一対の針床を備え、前後の針床間で目移しが可能な横編機を用い、爪先
部(2)と足甲側のカバー部(3)と足底側のソール部(4)を一体化したアッパー部(1)を備える
フットウェア(10)の編成方法において、
　前後の針床を用いて爪先部(2)を編成する工程１と、
　爪先部(2)の一部の編目を係止する一方の針床の編目列に続けて新たな編目列を編成す
るとともに、該新たな編目列を編幅方向の一方に移動させ、かつ当該移動により空針とな
った編針と、移動させた新たな編目列の移動方向端部に対向する空針とに、ソール部(4)
の左辺(12)および右辺 (13)となる掛け目(8)を形成することを繰り返してソール部(4)を
編成する工程２と、
　ソール部(4)を構成する一部の編目を対向する針床へ目移しする工程３と、
　ソール部(4)の外周縁を構成する編目に対し、ウェール方向に向けて筒状またはＣ字状
に新たな編目列の編成を繰り返すことでカバー部(3)を編成する工程４とを備えることを
特徴とするフットウェア(10)の編成方法。
【請求項２】
　前記工程４でのカバー部(3)の編成は、前後針床に係止するそれぞれの編目列の端部の
編目に対して減らし編成を行い、爪先部(2)から足挿入口(5)に至るカバー部(3)の傾斜(9)
を設けることを特徴とする請求項１記載のフットウェア(10)の編成方法。
【請求項３】
　前記工程２でのソール部(4)の終端近傍の編成では、新たな編目列を編成する際にソー
ル部(4)の左辺(12)および右辺 (13)の端部の編目を目減らしすることを繰り返しながら行
うことを特徴とする請求項１または２記載のフットウェア(10)の編成方法。
【請求項４】
　前記アッパー部(1)の編成は、非熱融着糸と熱融着糸とを含んだ編糸で編成するととも
に、少なくともカバー部(3)の一部は非熱融着糸のみを用いて編成することを特徴とする
請求項１または２記載のフットウェア(10)の編成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フットウェアの編成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、前後に針床を備える横編機で、シューズや靴下などのフットウェアが編成さ
れている。例えば、特許文献１では前後の針床の編針で編成されるそれぞれの編地が両端
で連結され、無縫製の筒状編地として靴下が形成されている。この靴下は、コース方向に
周回する編目列がウェール方向に連続し、筒状編成による第１筒状部と第２筒状部が、足
先と足首を覆う部分として形成される。編目方向は、爪先から足挿入口に向けて、或いは
その逆方向となる。またそれらの筒状部の間には、給糸の方向を前針床と後針床とで交互
に反転させるＣ字状編成で踵部が形成される。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第０８／０７８６２３号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には靴下が示されているが、基本的には爪先と足挿入口間を周回に編成する
筒状編地であり編目の向きは一方向となる。その様な筒状編成とは異なり、足底に並行す
る柄の向きや編地の伸縮方向に変化を付ける為に、足甲側のカバー部の編目方向が足底の
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編目方向に直交する新規な編地が望まれている。
【０００５】
　本発明の目的は、横編機を用いて足甲側のカバー部の編目方向が足底の編目方向に直交
する新規な編地の編成方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　少なくとも前後一対の針床を備え、前後の針床間で目移しが可能な横編機を用い、爪先
部と足甲側のカバー部と足底側のソール部を一体化したアッパー部を備えるフットウェア
の編成方法において、前後の針床を用いて爪先部を編成する工程１と、爪先部の一部の編
目を係止する一方の針床の編目列に続けて新たな編目列を編成するとともに、該新たな編
目列を編幅方向の一方に移動させ、かつ当該移動により空針となった編針と、移動させた
新たな編目列の移動方向端部に対向する空針とに、ソール部の左辺および右辺となる掛け
目を形成することを繰り返してソール部を編成する工程２と、ソール部を構成する一部の
編目を対向する針床へ目移しする工程３と、ソール部の外周縁を構成する編目に対し、ウ
ェール方向に向けて筒状またはＣ字状に新たな編目列の編成を繰り返すことでカバー部を
編成する工程４とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　前記工程４でのカバー部の編成は、前後針床に係止するそれぞれの編目列の端部の編目
に対して減らし編成を行い、爪先部から足挿入口に至るカバー部の傾斜を設けることを特
徴とする。
【０００８】
　前記工程２でのソール部の終端近傍の編成では、新たな編目列を編成する際にソール部
の左辺および右辺の端部の編目を目減らしすることを繰り返しながら行うことを特徴とす
る。
【０００９】
　前記アッパー部の編成は、非熱融着糸と熱融着糸とを含んだ編糸で編成するとともに、
少なくともカバー部の一部は非熱融着糸のみを用いて編成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、足甲側のカバー部の編目方向が足底の編目方向に直交するフットウェ
アの編成が可能となる。
【００１１】
　また本発明によれば、前後針床に係止するそれぞれの編目列の端部の編目に対して減ら
し編成を行い、爪先部から足挿入口に至るカバー部の傾斜を容易に設けることができるの
で、足にフィットするフットウェアが得られる。
【００１２】
　また本発明によれば、ソール部の終端近傍の減らし編成でソール部を成型することで、
フィットする踵部を形成することが可能となる。
【００１３】
　また本発明によれば、非熱融着糸と熱融着糸とを含んだ編糸でしっかりとしたアッパー
部を形成するなかで、非熱融着糸のみを用いて編成するカバー部の一部の領域が固くなら
ず、その箇所が曲がりやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例であるフットウェア１０の画像である。
【図２】本発明の実施例であるフットウェア１０の編成概略図である。
【図３】本発明の実施例であるフットウェア１０の編成手順における前半部分を示す編成
工程図である。
【図４】本発明の実施例であるフットウェア１０の編成手順における後半部分を示す編成
工程図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図１のフットウェア１０の画像および図２の編成概略図、図３と図４の編成工程
図を用いて本発明の一実施例としてのフットウェア１０の編成方法を説明する。使用する
横編機は前後一対の針床を備えた２枚ベッド横編機で、1本置きの編針を用いた針抜き状
態で編成する。また説明の便宜上、編成工程図における編針の本数は、図１のフットウェ
ア１０よりも少なくしている。図３と図４では、図中左側の数字は編成ステップ（Ｓ）を
、図中の上下方向の矢印と折れた矢印は目移し方向を示す。ＦＢは前針床を、ＢＢは後針
床を示す。大文字のＶ´～ＥＥはＦＢの編針を、小文字のｖ´～ｅｅはＢＢの編針を示す
。また、黒丸印はその編成ステップで形成される編目を、丸印は編針に係止された編目を
、二重丸印は編針に係止された重ね目を、Ｖ印は掛け目を示す。
【実施例】
【００１６】
　図１は、本発明の実施例であるフットウェア１０を示す画像である。フットウェア１０
は、２つの指袋６，７からなる爪先部２が足袋形状をしており、カバー部３の編目方向が
ソール部４と直行する。更にカバー部３とソール部４の編糸の色も異なる。また、カバー
部３を編成する際に、足甲側の前後針床に係止するそれぞれの編地端部の編目に対して減
らし編成を行い、足挿入口５の前方部から指股に向けてカバー部３のセンターライン９が
形成される。
【００１７】
　図２は、フットウェア１０の編成概略図である。編成する爪先部２、ソール部４、カバ
ー部３の各領域の編成経過をそれぞれ（Ａ）～（Ｃ）で示す。爪先部２、ソール部４、カ
バー部３の各領域を順次編成して接合することで一体化したアッパー部１が形成できる。
図中、各領域の編成方向（ウェール方向）は矢印で示す。（Ａ）では、親指用の指袋６と
親指以外の指袋７を構成する爪先部２が厚みのある足袋形状であるが、先丸や５本指であ
っても良い。
【００１８】
　図２の（Ｂ）は、（Ａ）に対してソール部４の追加を示す図である。後述する図３で示
す爪先部２の一部となるＦＢの始端編目列１６ｆは、そのままＦＢの編針に係止され、Ｂ
Ｂの始端編目列１６ｂは、編幅方向の一方（右方）に移動しながらソール部４の編成と、
カバー部３が連続する左辺１２および右辺１３を形成して、終端編目列１７に至る。（Ｃ
）は、（Ｂ）に対してカバー部３の追加を示す図である。爪先部２のＦＢの始端編目列１
６ｆと、右方に移動したＢＢの編針に係止する終端編目列１７、更に左辺１２および右辺
１３として示す編目列に続けて新たな編目を形成しながら、踵部１１近傍で踵の形状に合
わすために減らし編成を行うことで立体的なカバー部３を形成する。その際、足甲側の編
地端部の編目に対し足甲側の傾斜を付けるために減らし編成を行うことで、足挿入口５の
前方部から爪先部２に向けて、減らし編成の重ね目によるセンターライン９が形成される
。
【００１９】
　図３は、フットウェア１０の編成手順における前半部分を示す編成図である。Ｓ１は、
爪先部２となる親指用の指袋６と親指以外の指袋７の編出しを編成する。前針床ＦＢと後
針床ＢＢ（以降はＦＢ，ＢＢで示す。）の編針Ａ，ｂ，Ｃ，ｄと、編針Ｅ，ｆ，Ｇ，ｈ，
Ｉ，ｊ，Ｋ，ｌとに異なる給糸口より給糸して掛け目を形成し、親指用の指袋６の編出し
１４と親指以外の指袋７の編出し１５を設ける。ＦＢ側は足甲側、ＢＢ側は足底側の編目
である。
【００２０】
　Ｓ２は、Ｓ１で編出した指袋６と指袋７の各編出し１４，１５に対してそれぞれ筒状編
成を行い、周回する編成回数により指袋の長さを調整する。親指用の指袋６はＦＢの編針
Ｃ，Ａ、ＢＢの編針ｂ，ｄに係止する編目に続く新たな編目を編成する。親指以外の指袋
７はＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅと、ＢＢの編針ｆ，ｈ，ｊ，ｌに係止する編目に続く新た
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な編目を編成する。本実施例では異なる給糸口を用いて同時に２つの指袋を編成したが、
１つの給糸口で指袋６をまず形成し、続いて指袋７を形成しても良い。
【００２１】
　Ｓ３は、指袋６と指袋７を繋ぐ編成である。ＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅ，Ｃ，Ａと、Ｂ
Ｂの編針ｂ，ｄ，ｆ，ｈ，ｊ，ｌに係止する編目に続く新たな編目を編成する。２つの指
袋の隣接する編目を重ねたり、その境界を越えてタック編成を行えば指股部に孔が発生す
るのを抑えることができる。また、ＢＢの編針ｂ，ｄ，ｆ，ｈ，ｊ，ｌに係止する編目は
、ソール部４の始端となる始端編目列１６ｂとなる。なおＳ１～Ｓ３の編成により、図２
の（Ａ）で示す部分の爪先部２が編成できる。
【００２２】
　Ｓ４では、爪先部２の一部の編目列となるＢＢの編針ｂ，ｄ，ｆ，ｈ，ｊ，ｌに係止す
る編目、つまりソール部４の始端となる始端編目列１６ｂの編目をＦＢの空針を経由して
、それぞれＢＢの編針ｄ，ｆ，ｈ，ｊ，ｌ，ｎに移動する。この移動後、空針となったＢ
Ｂの編針ｂと編針ｎに対向するＦＢの編針Ｍには掛け目８を、ＢＢの編針ｄ，ｆ，ｈ，ｊ
，ｌ，ｎに係止する編目には連続して新たな編目を編成する。編針ｂに形成された掛け目
８はソール部４の右辺１３を形成する最初の編目となり、編針Ｍに形成された掛け目８は
ソール部４の左辺を形成する最初の編目１２となる。
【００２３】
　Ｓ５は、Ｓ４と同様の編成を更に５回繰り返し、ソール部４を右方に移動しながら、所
望のソール部４の長さを得る状態を示す。ソール部４の始端となるＢＢの始端編目列１６
ｂに連続して編成する新たな編目列１６ｂ´は編目数の増減をせずにソール部４の終端近
傍まで同じ目数で移動していく。Ｓ６では、Ｓ３～Ｓ５まで右方に移動しながら同数の新
たな編目を形成してきたＢＢの始端編目列１６ｂに連続して編成する新たな編目列１６ｂ
´に続いて、踵の形状に合すために両端の２目(編針ｐ，ｚ)をミス編成することで編成す
る編目を減らしている。踵部１１を形成するにあたり、ソール部４の終端近傍となる箇所
を成型するための編成である。編針ｒ，ｔ，ｖ，ｘに係止する編目に続く新たな編目列１
６ｂ´と、ＢＢの編針ｎとＦＢの編針Ｙとに掛け目８を編成する。
【００２４】
　Ｓ７は、ソール部４の左辺１２および右辺１３となる掛け目８を含むソール部４の外周
縁を構成する編目に続けて新たな編目を編成する。ＦＢの編針Ｙから編針Ａに向けて１本
置きの編針に係止する編目に続く新たな編目を編成し、ＢＢの編針ｂから編針ｚに向けて
１本置きの編針に係止する編目に続く新たな編目を編成する。これらＳ４～Ｓ７の編成に
より、図２の（Ｂ）に追加したソール部４が編成できる。ＦＢの編針Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｉ
，Ｋには足甲側としてのＦＢの始端編目列１６ｆに連続して編成する新たな編目列１６ｆ
´が、ＢＢの編針ｐ，ｒ，ｔ，ｖ，ｘ，ｚには踵部１１側としての新たな編目列１６ｂ´
が、ＢＢの編針ｂ，ｄ，ｆ，ｈ，ｊ，ｌにはソール部４の右辺１３の編目列が、ＦＢの編
針Ｍ，Ｏ，Ｑ，Ｓ，Ｕ，Ｗ，Ｙにはソール部４の左辺１２の編目列が係止されている。　
【００２５】
　図４は、フットウェア１０の編成手順における後半部分を示す編成図である。Ｓ８では
、Ｓ７の筒状編地を時計回りの方向に回し込む編成を示す。つまり、ＦＢには足甲側の編
目列１６ｆ´とソール部４の左辺１２の編目列が、ＢＢには踵部１１側の編目列１６ｂ´
とソール部４の右辺１３の編目列が係止され、足甲側が正面（ＦＢ側）を向いている状態
であるが、筒状編地の左右両端で編地を時計回りの方向に目移しすることを繰り返すこと
で前記足甲側の編目列１６ｆ´を前後針床の長手方向左側に位置するように移動している
。ＢＢを右方に針１本分ラッキングし、ＦＢの編針Ａに係止する編目を編針ｚ´に目移し
し、ＢＢの編針ｚに係止する編目を編針ＡＡに目移しする。同様の編成を２回繰り返すこ
とで、前記足甲側の編目列１６ｆ´が針床の長手方向左側に位置するようになり、足甲側
の編目列がＦＢとＢＢに３目ずつ均等に配置される。この時、ＢＢの踵部１１側の編目列
１６ｂ´もＦＢとＢＢに３目ずつ均等に配置される。つまり、カバー部３のセンターライ
ン９の位置がＦＢの編針Ｅと編針Ｇ間からＦＢとＢＢ間に移動することになる。
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【００２６】
　Ｓ９では、前記Ｓ８の回し込みにより足甲側の編目列１６ｆ´と踵部１１側の編目列１
６ｂ´が、ＦＢとＢＢに均等に配置された状態から、減らし編成で足の形状に合わす編成
を行う。Ｓ７から前後の編地が時計方向に回転した状態で、更に針床の長手方向の左方側
では、前後針床に係止するそれぞれの編目列の端部の編目に対して減らし編成を行うこと
で足甲側の傾斜を設ける。その結果、減らし編成の重ね目によるセンターライン９が形成
される。針床の右方側では、踵部１１に沿う形状を減らし編成で形成する。これらの編成
により足にフィットするフットウェア１０が得られる。足甲側ではＢＢの編針ｖ´に係止
する編目を編針ｘ´に、ＦＢの編針Ｇに係止する編目を編針Ｉに移動し重ね目とする。ま
た踵部１１側では、ＢＢの編針ｔに係止する編目を編針ｒに、ＦＢの編針ＥＥに係止する
編目を編針ＣＣに移動し重ね目とする。
【００２７】
　Ｓ１０は、前記Ｓ９の減らし編成で形成された重ね目も含めて足挿入口５に向けてウェ
ール方向に編成を行う。ＦＢの編針ＣＣから編針Ｉに向けて１本置きの編針で新たな編目
を形成し、ＢＢの編針ｘ´から編針ｒに向けて１本置きの編針で新たな編目を形成する。
Ｓ１１は、Ｓ９とＳ１０と同様の編成を３回繰り返した状態を示す。針床の左方側では足
甲側の傾斜を設け、針床の右方側では、踵部１１を形成する。Ｓ１２は、所望の足挿入口
５の口径の編目数まで減らし編成を行った後、筒状編成を行う。このＳ１２の筒状編成を
繰り返し、終端部の編目を公知の伏目で解れ止めする。Ｓ８～Ｓ１２の編成により、図２
の（Ｃ）に追加した部分が編成できる。
【００２８】
　尚、本実施例では素材(編糸)については触れていないが、図２の（Ａ）～（Ｃ）で示す
ように、各編成領域を独立させることができるため、それぞれ編糸や編成方法を変えるこ
とも可能である。また編成工程図は天竺組織で示しているが、ソール部４は吸湿・抗菌素
材を使って両面組織で厚みを出したり、カバー部３では、メッシュ組織で通気を良くする
ことも可能である。更には、非熱融着糸と熱融着糸とを含んだ編糸を用いて、シューズア
ッパーとしての使用も可能である。熱融着することでしっかりとしたアッパーが形成でき
るが、この時カバー部３の編目方向が足挿入口方向に向く周回編成のため、例えば足首近
傍の位置を熱融着しない非熱融着糸で編成する。足の動きに沿った曲がりやすいシューズ
が形成できる。
【符号の説明】
【００２９】
１　アッパー部　
２　爪先部　
３　カバー部
４　ソール部
５　足挿入口　
６、７  指袋　　
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